
デジタル技術の活用及び DX 推進の取組について 

１．経営の方向性及びデジタル技術等の活用の方向性 

１-１．デジタル技術が社会や自社の競争環境に及ぼす影響について 

当社は急速に進化するデジタル技術が、社会や競争環境に大きな変革をもたらしているこ

とを深く認識しています。インターネットの普及やスマートデバイスの進化、AI の急速な

進展により、情報やサービスが瞬時にアクセス可能な時代が到来しています。 

この変化に迅速かつ効果的に対応し、お客様のニーズを的確に把握することをミッション

とし、柔軟な発想と最新のテクノロジーを駆使して、革新的な IT サービスを提供すること

を積極的に目指しています。時代の要請に即座に応え、お客様に価値あるソリューションを

提供することで、持続的な成⾧と顧客満足度の向上を追求してまいります。 

 

１-２．経営ビジョンやビジネスモデル 

当社は最新のデジタル技術、特に AI を積極的に導入し、お客様が抱える様々な課題に迅速

かつ効果的に対応し、より良い未来を築くお手伝いをいたします。お客様との緊密な連携を

大切にし、丁寧なヒアリングを通じてお客様のニーズを正確に把握し、その要望に最適なソ

リューションを提案・実現いたします。 

主にホームページ制作や Web アプリケーション開発に焦点を当て、AI を駆使して常に新た

な技術やアイデアを導入することで、お客様のビジネスを力強くサポートしてまいります。

開発プロセスにおいては、AI を活用した自動化や効率化により、お客様の業務プロセスを

最適化し、コスト削減や生産性の向上を実現いたします。お客様のビジョンを共有し、技術

の進化を通じて協力しながら、成果を上げていくことを誠実にお約束いたします。 

 

２．経営ビジョンやビジネスモデルを実現するための戦略 

当社は新たなビジネスモデルを構築し、提供サービスの付加価値や生産性を向上させるた

めに、積極的に社内 DX 化を進めるシステムの導入を目指しています。デジタル技術の急速

な進化は競争が激化する中で、技術革新が不可欠です。当社では最新の技術トレンドをキャ

ッチし、研究開発に積極的に取り組むことで、お客様に最適なソリューションを提供してい

ます。 

お客様との緊密な連携を通じ、デジタル技術、特に AI を駆使して、お客様が直面する課題

を迅速かつ効果的に解決し、より良い未来を共に創造していくことを目指しています。主に

ホームページ制作や Web アプリケーション開発を中心に、AI を活用して革新的な技術やア

イデアを組み込み、お客様のビジネスを力強くサポートしています。開発プロセスにおいて

は、AI を駆使した自動化や効率化により、お客様の業務プロセスを最適化し、コスト削減

や生産性の向上を実現しています。 



３．戦略を効率的に進めるための体制の提示 

鈴木一彦代表取締役のリーダーシップのもと、QMS 室が中心となり、社内外の研修や勉強

会を通じて従業員が知識を向上させることで、新たなビジネスモデルの構築や DX 推進な

どの戦略をスムーズかつ効果的に実現しています。絶え間ない学びと情報共有により、チー

ム全体が迅速に変化する環境に適応し、成⾧を遂げることを目指しています。 
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